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する透過率を求めることができる。これら 2 つの透過率の値を Kubelka- Munk 式に従って解析し，左，
右円偏光に対する吸光係数の差 (C D) を算出する。次に溶液における吸光係数との比較によりモル
CD を求める。このようにして求めた CD強度の再現性は平均値:t 5%であった。ヌジョールマルに
おける固体の粒度，形状のばらつきを考えれば，再現性は良いと言える。
次にコバルト(皿)錯体に対し適用した例を示す。(+)- [Co (en)3JX3の固体CDスペクトルは，
溶液の CD に対して観測されているイオン対効果による CD変化と類似の変化を示す。また，その変

















から Kubelka-M unkの式を用いて目的とする CDスペクトルを計算している。この方法により種々の
Co (皿)錯体につき，溶液の CDスペクトルと直接比較し得る固体CDスペクトルが測定され， たと
えば次の様な結果が得ら-れた。
(1) A(+)S89-[Co(en)3JX3 の固体 CD (第一吸収帯領域)は外圏イオン X-の影響を大きく受け，
そのため固体CDスペクトルでは水溶液のそれに比し E成分の強度を減じん成分の強度を増大する。
(2)固体 CDスペクトルは [CoX2 (en)2J Y Oì: is錯体 (X=Cl-， N0 2-， CN-) では enキレート環の lel
構造か ob構造かを敏感に反映し，構造推定に役立つ。 (3)固体におけるアキラルな錯陽イオンに対する
外圏キラル陰イオンの影響はかなり強い誘起CD を引起す。このように従来の測定法では得られない
重要な立体化学的知見が得られ，ヌジョールマル法の有用性が示された。
以上谷口君の研究は 錯体化学に特に有用と考えられる一つの新しい測定法を確立したものであっ
て，錯体化学に寄与する所があり，理学博士の学位論文として充分価値あるものと認められる。
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